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「次期学習指導要領に向けた教育の情報化」

【学習到達目標】

a. 21世紀に求められる資質能力について説明で
きる。

b. 次期学習指導要領改訂の視点について説明で
きる。

c. 新たな学びの視点とICTの活用ついて説明でき
る。

【目 的】

21世紀に求められる資質能力と次期学習指導
要領の視点について理解する。



3

「21世紀に求められる資質能力」

 21世紀の知識基盤社会で求められる学力
 他者と共に新たな知識を創造してゆく力

知識基盤社会
 様々な情報が溢れる中で、自分なりに活用できるよう「情
報を統合して必要な知識を生み出す」必要性

知のギャップ問題
 人類が知識生み出した故に抱えてしまった解の見えない問
題（多文化共生、テロリズム、資源問題、地球温暖化、治
療薬のない病気）に対しさらに知識を出し合う必要性

 学校で学ぶ内容を超え、私たちよりも賢く

益川：教材開発の基礎としてのインストラクショナルデザインから引用



4

「21世紀スキル」

 2009年度発足した国際団体ATC21S(21世紀型スキル
の評価と教育プロジェクト）
 「ある目標を解決するために他者と共に様々なテクノロジも
活用しながら知識を生み出し、またそのプロセスを通じて新
たな目標を発見するような知識を生み出し続けるスキル」
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「21世紀型能力」

 21世紀型能力を育成する授業への変革

国立教育政策研究所
 21世紀型能力

 「深く考える（思考力）」を中心に、「道具や身体を使
う（基礎力）」と「未来を創る（実践力）」を学習活動
を工夫して一体的に育成する

次期学習指導要領の動向
 これからの資質能力：他者と協働しながら創造的に
生きていく

 主体的・対話的な深い学び（いわゆるアクティブ・
ラーニング）の導入

 学習活動を効果的にするための教育課程編成（カリ
キュラム・マネジメント）の工夫
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「授業・教育課程のすがた」

学習活動を設計する上での２つのモデル
 知識創造モデル

 新たな知識を生み出す、前向きアプローチ

 知識習得モデル
 枠組み内の知識を覚えて使うのみ、後戻りアプローチ

４つの知識観(A〜D)
 知識創造モデル：Dで一体的に
 知識習得モデル：A〜Cを組み合わせ、順番に

益川：教材開発の基礎としてのインストラクショナルデザインから引用



教育課程企画特別部会論点整理補足資料より

学力の三要素と生きる力
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教育課程企画特別部会論点整理補足資料より

学習指導要領改訂の視点
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学習指導要領改訂の視点
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教育課程企画特別部会論点整理補足資料より

学習指導要領改訂の視点
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課 題

(1)各自で，新たな学びの視点を入れた授業をデザ
インし，グループでその効果について協議しなさい．

(2)次期学習指導要領を背景，教育の課題，変更の
ポイントという視点で，それぞれ４つキーワードを
出して，グループで協議をしなさい．


